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き

本
文
は
描
般
京
大
経
済
問
申
曾
に
於
け
不
公
開
講
演
の
要
領
に
加
筆
し
た
も
り
で
あ
る
。
永
い
聞
の
私
的
考
え
奇
整
理
し
た
も
の
で
も
あ
る
が
、

偶
々
の
欧
米
出
張
を
前
に
、
あ
た
ふ
た
と
書
い
た
痛
め
、
粗
漏
な
勲
は
叉
後
で
補
正
し
度
い
E
思
っ
て
居
る
。

財
政
皐
課
題
の
後
展

一
、
財
政
事
が
経
済
撃
の
一
部
で
あ
る
己
と
は
、
今
之
を
疑
う
者
は
無
い
が
、
財
政
撃
の
理
論
問
題
士
何
に
求
め
る
べ
き
か
、
に
就
亡

は
未
だ
大
き
な
課
題
が
残
さ
れ
℃
居
る
。
メ
ム
パ
ル
ト
が
嘗

τ、
『
若
し
経
済
皐
が
綿
て
の
優
秀
た
人
々
に
よ
コ
て
見
拾
亡

b
れ
て
い

な
い
と
す
れ
ば
、
モ
白
研
究
を
如
何
な
る
領
域
に
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
か
」
と
い
っ
た
課
題
は
モ
の
ま
ま
財
政
事
に
も
委
営
す
る
で
あ

ろ
う
。
今
誘
い
氷
の
鴻
め
、
簡
単
に
過
去
か
ら
の

I

財
政
皐
課
題
心
跡
を
見
る
に
、
歴
史
事
訴
は
最
初
財
政
皐
の
封
裂
を
課
題
と
し
、
歴

史
的
現
質
白
中
か
ら
公
的
家
計
管
理
士
求
め
た
。
然
し
そ
の
本
質
如
何
に
就
て
は
規
定
し
な
か
っ
た
。
シ
A

グ
イ

Y
は
財
政
撃
を
園
家

事
の
中
に
入
れ
、
岡
家
的
、
政
治
的
現
象
、
叉
は
財
政
組
織
と
行
政
を
問
題
と

L
h
o
ワ
グ
ナ

1
は
周
知
の
如
く
強
制
共
同
経
済
N
毛

E
Z

財
政
と
債
値
問
題

第
七
十
五
巻

ハ七

第

按



財
政
と
伯
但
問
題

第
七
十
五
巻

/、
ノt、

E定

喚
問
。
百
空
口
実
百
円
R
F色
"
と
し
だ
。

彼
等
は
む
し
ろ
財
政
白
木
賞
を
そ
の
経
済
性
よ
り
も
政
治
性
、
叉
は
経
済
外
的
契
機
に
之
を
求
め
た
d

願
う
に
財
政
は
政
治
闘
剛
関
心
経
済
で
あ
る
か
ら
必
仲
間
的
に
政
治
に
聯
関
す
る
。
己
の
矯
め
財
政
皐
を
政
治
皐
に
層
せ
し
め
る
可
き
か
或

は
経
済
的
世
に
局
せ
し
め
る
可
き
か
迷
う
た
の
で
あ
る
。
然
し
財
政
は
政
治
を
可
能
友
b
し
め
る
園
出
試
の
経
済
行
動
に
あ
る
か
ら
、
そ
り

本
質
は
政
治
て
無
く
経
済
て
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
岡
家
が
政
治
又
は
統
治
目
的
主
達
す
る
場
合
、
目
的
の
選
考
白
山
間
は
政
治
問
題
て
あ

る
が
、
目
的
U
H
現
の
矯
め
白
方
法
提
供
は
経
済
で
あ
る
。
園
家
経
済
を
経
済
と
す
れ
ば
、
必
抑
制
的
に
園
家
経
済
と
私
経
済
は
経
済
概
念

に
よ
っ
て
統
一
犯
握
が
出
来
る
。

そ
こ
て
財
政
を
経
済
と
し
て
把
握
ナ
る
と
き
、
総
小
体
経
済
は
依
望
の
充
足
よ
か
ら
出
援
し
た
か
ら

J

、
勢
い
財
政
前
も
初
め
閑
寂
の
集
合

均
株
茎
充
足
か
ら
尚
登
し
た
。
ず
ッ
グ
ス
が
財
政
現
象
白
全
遁
詔
軌
を
個
人
白
欽
室
と
償
値
か
ら
説
明
し
た
の
一
仕
草
し
己
の
気
め
亡
あ
る
。

絞
は
か
か
る
前
提
に
立
脚
し
て
、
公
私
阿
経
消
白
統
一
的
鮮
明
を
鋳
し
、
財
政
形
態
。
凡
ゆ
る
史
的
強
展
に
於
り
る
恒
常
的
核
心
を
経

済
と
規
定
し
た
の
で
あ
ふ
ロ
そ
の
批
判
は
ん
寸
之
を
措
い
て
兎
に
角
其
は
財
政
の
木
質
担
援
に
到
す
る
方
!
日
よ
一
大
貢
献
で
あ
づ
た
事
に

テ
マ

疑
い
無
い
。
然
し
紋
の
設
が
生
な
欲
望
論
か

b
山
穫
す
る
限
白
、
成
功
し
得
古
か
っ
た

ω
は
、
感
魔
的
欲
茎
の
捨
手
は
恒
に
生
き
た
伺

人
て
あ
り
、
決
し
て
全
館
と
し
て
者
え
ら
れ
る
協
同
社
曾
て
あ
り
特
た
い
。
協
同
祉
舎
は
個
人
心
政
治
的
集
合
ど
あ
る
が
、

る
活
動
中
心
」

(05
向
F
O
F
自
己
虫
〉
H
Q
N
B
R
E
M
μ
〕
を
持
た
無
い
矯
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
紋
室
諭
の
鮫
陥
は
ゴ
ッ
ト
ル
に
よ
フ
て
股
却
さ

「
髄
験
す

れ
た
o

即
ち
彼
は
欲
髪
、
欲
求
か
ら
山
裂
し
つ
つ
、
前
現
質
的
に
は
財
を
獲
件
せ
ん
と
す
る
「
需
要
心
光
足
し
か
ら
山
裂
し
た
。
そ
し

三
亡
一
需
要
は
個
人
心
感
覚
的
領
域
を
陣
れ
て
単
に
一
定
量
の
針
象
物
の
大
さ
に
釣
す
る
要
墜
と
た
る
か

b
、
粧
品
問
協
同
盟
も
之
を
持
づ
可

能
性
が
生
ず
る
。
か
く
て
岡
家
は
欲
望
心
主
障
と
は
震
り
得
な
い
が
、
需
要
の
主
悼
と
た
る
萄
は
出
来
る
。
主
し
て
需
要
心
、
主
賊
た
る

閣
家
心
生
活
に
於
て
も
、
モ
心
前
提
と
し

τ、
財
貨
の
稀
少
判
官

C
正
日
E
h告
荘
。
民
生
活
の
逼
迫

TuuuEHE門
が
存
在
す
る
限
り
、
経



済
の
必
要
が
生
ず
る
。

か
く
て
政
治
国
間
が
そ
の
需
要
充
足

F
P
=
E
R
r
s
m
K
営
り
、
そ
の
他
績
的
配
分
と
適
合
を
は
か
る
経
済
、

叉
は
財
政
が
生
ず
る
課
て
あ
弘
ぴ

ω
4
F
E
E
ユ
-
p
o
ロ
E
Z
P
C
O
Z
E
-
s
g
E
M
O
P
巴
邑
"
日
許
可
∞
】
小
島
邦
諜
ニ

O
七
頁

似

F
〈

庄

の

5
c
r
E晶
骨
同
国
2
2
5
5
m
n
E
H
印
旨
F
H富山・

5
2
0
F
出

I

「

白

む

同
同

J
J
〆
曹
の
♂
〉
F
Z
E
H
E何回出
ppbず
包
町
内
宮
岡
市

Q]E凶

YE--nroPOEHの出品
E

「
日
田
∞
回
目
〉
鼻
咽
瀧
本
美
夫
、
ヲ
グ
ア
l
氏
「
財
政
皐
」
一
二
頁

]
め
己
目
・

2
0
5
M
Z
E
F
Eロ
ム

2
出
E
E
i
p
n
r
p
m
C
E日∞
-
m
勾
参
照

制

U
-
K
、
ヒ
ブ
ク
ス
は
『
財
政
畢
は
欲
望
の
充
足
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
ヲ
て
、
統
治
の
技
術
を
問
題
に
し
な
い
。
政
府
は
市
民
の
欲
望
を
充
足

ず
る
た
め
に
、
存
在
す
る
と
い
う
事
貨
か
ら
財
政
皐
は
確
か
に
紹
神
阜
の
領
域
に
入
る
』
と
い
う
。
弓
同
出
ち
F
E
E
R
巴
E
点。
u

(

お
JRHUE)

忌
印
「
句
』
U
J。
拘
積
一
〈
)
一
一
一
頁

朗

自

己

2
2
P
R旨
パ
出
品
ロ
ロ
向
島

2
日
EHO昨日。
F
B
E
E
P
5
E
F
A
H
窃
∞
出

αω

瓦
以
下
参
照

ω
Q
T
n
z
p
p
C
叩
匂
戸
4
0
『
{
∞
∞
弓

ザ
ッ
ク
ス
の
理
論
に
就
て
は
耕
若
「
制
和
国
家
論
」
、

五

位
、
大
谷
政
敬
氏
、

イ
エ
ヒ
ト
氏
の
財
政
の
意
時
、
立
命
館
翠
殻
、
聞
、
七
4
六
時
四
季
照

護
苔
々
の
生
活
す
る
経
済
枇
舎
は
、
必
ず
し
も
聞
一
な
組
織
で
無
く
、
特
に
園
家
共
他
の
政
治
国
偶
経
済
と
個
人
の
経
済
、
乃

至
は
其
の
集
合
健
と
し
て
白
、
閣
民
経
済
と
が
、
経
済
的
性
質
を
具
に
し
乍

b
、
併
存
し
密
接
に
か
ら
み
合
っ
て
局
る
事
は
早
く
か
ら

知
ら
れ
て
居
た
。
印
ち
岡
家
経
済
と
図
民
経
済
の
相
互
依
存
関
係
は
、
国
民
経
憤
成
立
の
初
め
か
ら
存
在
し
、
図
口
内
経
済
の
危
機
が
財

政
の
危
機
を
凍
す
こ
と
は
、
す
で
に
多
〈

ω皐
者
干
潟
政
者
の
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
o

吾
々
は
す
で
に
、

7
グ
ム
・
ス
ミ
ス
、
フ

リ
ド
リ
ヒ
・
リ
ス
ト
に
之
を
見
出
し
、
シ
ェ
ツ
フ
レ
に
於
て
上
り
明
確
な
も
の
を
見
む
こ
と
が
尚
北
体
る
。

一、
而
し
て
か
よ
う
な
二
重
経
済
組
織
が
踊
草
生
し
た
の
は
合
理
主
義
心
強
展
た
る
一
資
本
主
義
経
済
の
結
国
別
で
あ
る
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。

印
ち
資
本
主
義
経
済
制
度
む
設
建
は
、
経
消
生
活
の
合
理
化
、
計
算
化
、
営
利

ω
温
求
と
共
に
、
個
人
心
経
済
を
単
純
に
消
費
を
捨
前

財
政
エ
」
慣
値
問
題

停
七
十
五
巷

六
九

第

~t: 



対
政
と
債
値
問
題

第
七
十
五
巻

七
O

策

強

四

ナ
る
家
計
と
生
産
を
推
賞
す
る
企
業
に
分
化
せ
し
め
た
。
之
と
共
に
岡
出
家
経
済
は
同
様
合
理
主
義
に
塞
い
て
企
業
を
犬
部
分
園
民
の
企

業
に
委
ね
て
、
園
出
荻
は
唯
消
費
経
済
士
捨
嘗
し
、
専
ら
祉
舎
の
集
合
需
要
士
充
足
す
る
公
安
計
と
た
っ
た
。
モ
と
て
園
出
水
は
生
産
部
面

全
地
棄
し
、
集
合
需
要
の
充
足
に
必
要
な
消
費
家
計
士
捲
営
す
る
代
償
と
し
て
、
叉
は
モ
の
経
費
の
支
排
方
法
と
し
て
、
関
民
経
済
か

ら
粗
稔
を
徴
牧
吐
ざ
る
を
件
な
く
な
づ
た
白
て
お
る
。
之
が
粗
枕
図
家
経
済
て
あ
る
。
か
く
し
て
措
置
生
し
た
三
元
的
経
済
組
織
関
係
に

於
て
、
市
場
経
済
を
見
る
に
、
初
め
は
完
く
自
由
競
雫
花
上
っ
て
、
傾
格
は
自
動
的
伸
縮
性
の
下
に
、
合
理
的
白
動
的
調
和
を
護
揮
し

た
。
モ
し
て
と
の
頃
に
は
か
か
る
自
由
債
格
と
異
質
的
な
園
家
経
済
は
、
常
に
小
な
れ
ば
小
な
る
程
、
租
税
は
中

J

」
円
程
歓
迎
さ
れ
た
。

財
政
も
従
っ
て
市
場
D
自
由
を
ほ
害
世
ず
、
申
立
安
債
な
政
府
を
支
持
す
る
陀
あ
っ
た
。

然
し
其
後
自
由
経
済
の
快
陥
に
伴
う
時
育
的
、
祉
合
政
策
白
必
要
が
生
じ
、
園
家
は
モ
の
職
分
を
強
調
す
る
様
に
な
っ
た
。
モ
し
て
ヲ

グ
ナ

I
は
モ
の
理
由
を
大
陸
一
小
可
分
的
財
貨
の
生
産
叉
は
反
枇
合
的
み
な
も
白
の
除
去
、
例
え
ば

v

交
換
経
桝
に
伴
う
分
臨
の
不
平
等
の
矯

正
等
に
求
め
た
。
然
し
首
時
経
済
制
度
の
根
底
を
凝
う
も
白
て
は
無
か
っ
た
。
然
る
に
世
界
的
経
済
恐
慌
に
及
び
、
従
来
の
中
立
的
財

政
は
積
極
的
に
景
朱
針
策
と
し
て
登
場
す
る
に
至
っ
た
。
モ
し
て
第
一
次
大
職
後
、
財
政
白
職
時
量
的
方
大
化
と
統
制
を
遁
じ
た
質
的

強
化
に
よ
っ
て
、
困
家
財
政
と
図
民
経
済
は
、
買
く
且
つ
抑
怖
く
浸
透
し
合
ぃ
、
統
合
す
る
誼
に
な
っ
た
。
特
に
一
九
二
九
年
米
閣
の
経

済
恐
慌
に
基
因
す
る
=
ュ

l
・
デ
ィ
l
ル
政
策
に
於
て
財
政
政
策
が
一
の
恐
慌
針
策
と
し
て
現
わ
れ
、
其
後
一
般
に
ケ
イ
ン
ズ
、

ノ、

ン

セ

Y
等
の
見
解
に
基
く
財
政
政
策
の
介
入
に
よ
る
景
気
政
策
的
財
政
が
登
場
し
℃
以
来
、
国
家
経
済
と
市
場
経
済
の
浸
透
は
一
居
恒
常

的
に
な
っ
ゎ
。
モ
己
ゼ
現
在
白
課
題
て
最
も
強
い
閥
心
は
、
之
等
の
一
一
重
経
済
組
織
を
如
何
に
把
握
し
、
且
っ
そ
の
把
握
す
る
手
段
又

は
と
り
手
を
何
に
求
め
る
か
と
一
試
う
こ
と
で
あ
る
。

現
在
か
か
る
欣
態
下
に
於

τ、
財
政
事
は
む
し
ろ
大
き
友
綜
合
園
民
経
済
の
中
に
埋
渡
し
、
そ
心
存
在
が
危
ま
れ
、
園
家
財
政
の
技



術
論
、
健
全
財
政
等
心
課
題
は
極
め
て
局
部
的
又
は
二
次
的
な
相
闘
が
無
い
て
も
無
い
。
モ
し
て
岡
市
」
白
統
一
的
把
握
白
立
場
か

b
債
格
論
、

特
に
所
得
論
が
頭
角
を
抜
き
ん
で
て
来
た
。

7

ュ
ナ
イ
グ
!
の
言
う
如
く
、
最
近
二
十
徐
年
聞
に
経
済
理
論
も
根
本
的

K
費
化
し
て
来

た
。
先
づ
各
領
域
に
本
質
的
進
歩
が
認
め

b
れ
る
が
、
債
格
論
が
市
場
一
形
態
の
包
括
的
理
論
に
た
づ
た
。
叉
モ
の
理
論
構
温
も
債
格
論
、

貨
幣
論
、
景
気
前
、
財
政
論
並
に
経
皆
経
済
皐
が
、
一
つ
の
大
き
な
包
括
的
経
済

K
同
化
さ
れ
て
居
る

Q

モ
し
て
理
論
は
之
に
よ
っ
て

現
買
に
接
近
し
た
の
み
な
ら
J

ず
、
現
宜
に
寄
具
す
る
能
力
を
獲
得
し
、
そ
れ
が
寅
践
的
経
済
政
策
に
針
ナ
る
重
要
性
を
逐
日
明
か
に
し

て
居
る
。

帥

ア

r
ム
・
ス
ミ
ス
が
結
合
経
済
と
し
て
の
固
民
経
砕
を
考
え
る
場
合
、
其
が
私
的
個
別
総
済
の
集
固
と
園
山
訴
訟
主
盟
ー
と
す
る
一
の
公
的
個
別
経
済

た
る
岡
家
経
済
又
位
財
政
回
二
元
的
栴
戚
を
認
め
て
居
た
事
は
明
瞭
で
あ
る
。
其
は
ス
さ
ス
が
経
済
凪
干
の
目
的
に
就
て
述
べ
る
時
、
「
政
治
家
ま
た

は
立
法
者
の
畢
阿
の
部
分
と
考
え

b
れ
る
経
済
事
(
℃

G
E
E
-
E
O
G
E
E
U
G
は
、
一
一
ワ
の
県
っ
た
目
的
を
立
て
て
い
る
、
即
ち
そ
の
第
一
位
、
悶

民
に
封

L
て
豊
富
な
る
収
入
ま
た
は
生
計
の
喪
を
供
す
る
と
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
或
位
、
彼
等
を
し
て
そ
う
い
う
牧
入
ま
た
は
生
計
の
査
を
指

b

得
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
と
い
っ
た
克
が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
、
そ
L
て
そ
の
第
二
は
、
園
家
伊
丹
戸
沖
合
ま
た
は
協
同
枇
官
。
G
E
E
SヨE
E
v
k
公
共

の
職
務
を
行
ふ
に
十
分
な
る
牧
入
を
供
給
す
る
と
と
で
あ
る
臼
こ
の
皐
阿
佐
、
人
民
句
作
Q10
と
元
首

E
5
E
M
m
p
の
両
者
を
宮
ま
す
と
と
を
目
的

と
ナ
る
も
の
で
あ
る
己
主
旨
ワ
て
居
る
、
己
ー
と
に
よ
り
て
明
か
で
あ
る
。
〉
皆
目
白
E
F
-
E
H
Z
g
q
E円C
F
n
F
Z弓

E
-
ι
P
E
m
o
u
t
F
0

4
2
2
-
F
a
Z
R
S
E喧

R
U
P
E
E
J
A
F
E
H
C旧日

AH己
品
目

]
Y

山
田
品
、
邦
語
、
岩
波
文
庫
、
大
内
諜
、
持
三
畑
、
王
六
頁
、
語
文
は
同
書
に
上
ワ
た

が
唯
、
便
宜
原
文
の
費
量
聞
を
挿
入
L
た
。
駒
山
、
井
手
丈
雄
若
「
古
典
早
献
の
尉
政
論
」
第
一
章
、
五
日
且

l
大
頁
多
照

制

フ

η
J
}
ト
リ
ッ
ヒ

-
u
J
ス
ト
は
「
国
家
の
財
政
経
済
は
人
民
的
絡
調
ー
と
は
如
何
な
る
揖
合
に
も
必
ず
阻
則
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
人
民
総
静
が
謹
ん
で
悶
民
経
済
と
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、
之
年
の
も
の
が
閥
家
の
尉
政
経
潜
と
相
候
ワ
て
閥
民
の
政
治
純
情
を
構
成
す
る
と
い
ふ

『
円
、
岡
山
内
ロ
E
E
E
E
r
m》
d
g
E
F門
司
己
E
R
7
0
M
G
O
E
S
2
0・
令
官
日
)
国
耳
目

5
岡
山
〉
ロ
P
H
U
H
H
i
山
間
邑
・
谷
口
正
木
謹
二
六
六
頁

似
品
し
開
民
謡
沼
4

と
悶
家
経
棋
と
の
密
接
な
関
係
を
口
県
に
理
解
し
た
の
は
比
較
的
最
近
の
事
で
あ
る
ω

そ
し
て
そ
の
有
力
な
先
駆
者
位
、
シ
ェ
ッ
フ

レ
ー
で
あ
ろ
う
。
シ
正
ヅ
フ
レ

1

〉
印
o
E自
の
の
『
人
間
経
済
の
嗣
官
的
組
織
』
〉
白
宮
E
p
p
m
O
E
m
o
E吾
O
M
E
m
-
B
E
E
E
n
E
F
E

尉
政
と
債
値
問
題

停
七
十
五
砦

七

第

鋭

王



財
政
ー
と
情
相
問
題

第
七
十
五
番

ヒ

第
ニ
抗

君
主
ω

岳民同

ω
白
〉
ロ

P

Z討
・
の
(
第
二
盗
)
三
、
同
民
経
神
の
組
融
。

1
、
人
間
枇
骨
に
於
け
る
経
神
的
動
機
、

2

岡
氏
経
神
の
組
織
、

3
、

同
川
内
総
沸
附
過
程
、

4
、
所
得
、
財
産
構
成
及
消
致
。
問
に
於
け
る
桐
立
問
伸
、
に
於
で
問
一
点
純
情
は
私
的
減
措
経
湾
に
並
立
す
る
特
昧
協
同
制
済

組
織
と
考
え
て
居
る
。

同
ハ
ン
k

ン
は
公
私
混
在
の
消
費
経
済
〉
」
止
産
経
怖
、
印
ち
二
重
生
産
経
済
と
一
一
重
消
費
経
神
巴
E
-
F
3
-
R
C
Oロ
明

B
E
E
F
ロ
E}
口
S
E
E
-
r
s

開

g
D
O自
吋
を
止
産
千
段
の
社
台
北
と
所
得
及
び
消
費
の
枇
骨
化
陀
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
ー
と
考
え
て
居
る

G

〉

-4E
同
国
自
民
間
同
虫
色
司
己
5可
ロ
ロ
白
出
口
出
ロ
伶
岡
山
内
〕

E
F
目
的
出
切
甲
山
D
D
戸
都
留
翠
四
四
五
頁
以
下

川

叫

同

E
y
m
o
r
E白
日
目
且

F
E
A
E
-
5
4
E
ω
岳
民
S
F
2
2・
F
凶

〉
Z

戸、

Eaoω
困

二
、
自
然
科
撃
的
方
法
と
債
格
的
把
握

図
家
経
済
と
市
場
経
済
の
二
重
組
織
を
経
済
概
念
て
包
慨
し
、
之
を
統
一
的
に
把
握
す
る
場
合
、
先
ゴ
、
近
世
経
済
問
申
の
認
識
方
法
と

し
亡
、
自
然
科
皐
の
方
法
を
援
用
し
た
債
格
論
が
現
れ
た
。
置
し
自
然
科
感
て
は
且
く
、
認
識
に
於
て
質
的
た
も
の
が
、
長
的
に
還
元

さ
れ
得
る
限
り
把
握
出
来
る
と
考
え
、
定
量
化
を
モ
の
原
則
と
し
た
。
モ
し
て
ガ
リ
レ
イ
の
一
吉
う
如
く
『
測
り
得
る
も
り
は
総
て
測
れ
、

未
だ
然

b
ざ
る
も
の
は
測
り
得
る
如
く
せ
ん
と
試
み
よ
」
匡
戸
g
E
2
m
o
p
毛
色
自
ω目
ヴ
ロ
叫

M
5
5
ι
足
立
言
r
S
E
E
d
F
2
2
E
R
}
E
F

定
長
化
は
之
を
致
事
化

F
る
巴
と
に
よ
っ
て
量
的
確
定
性
を
興
え
ら
れ
、
幾

何
尚
早
か
ら
微
分
、
積
分
を
用
い
、
支
配
的
方
程
式
を
迫
き
出
ナ
と
と
が
川
来
た
。

の
原
現
に
よ
っ
て
登
達
し
、

司
-rwωom
口。色}】担阿の}一
M
門

戸

切

内

耳
目
し
森
羅
高
象
総
て
む
自
然
過
程
が
運
動
て
あ
る
と
ト
ノ
れ
ば
、
森
羅
持
品
郊
の
最
後
の
一
要
素
は
物
で
は
無
〈
し
て
過
程
で
あ
る
。
そ
こ

て
、
ガ
リ
レ
イ
は
運
動
を
検
討
の
劃
象
と
し
亡
物
を
封
象
と
し
た
か
っ
た
、
モ
し
亡
近
代
の
自
然
科
閉
学
者
は
、
自
然
現
象
経
泊
の
時
間

的
機
起
心
中
に
規
則
を
見
出
し
、

之
を
「
函
数
佑
」
し
た
。

〈
日
{

(

F

可、

N

)
即
ち
俊
化
白
蓮
動
中
に
一
定
結
合
の
常
数
を
決
定
す



ミ

グ

J
H

マ
グ

h
M

る
、
諸
数
値
自
身
は
過
棋
の
進
行
中
同
型
化
す
る
が
、
常
散
は
硯
祭
山
梨
る
、
モ
し
て
之
は
徴
硯
的
な
微
分
方
程
式
佑
か

b
巨
視
的
な
積

分
方
程
式
迄
、
極
λ
さ
れ
た
。

モ
し
℃
こ
り
方
法
が
一
度
、
経
済
事
白
方
法
に
利
用
さ
れ
て
主
り
以
来
、
債
値
、
交
換
債
値
、
之
を
貨
幣
に
て
表
現

F
る
債
格
托
工

る
認
識
方
法
が
登
達
し
た
。

そ
し
て
債
格
を
経
済
担
揮
の
把
手
と

F
る
者
は
、
市
場
経
怖
の
交
扱
現
象
の
認
識
に
成
功
し
た
方
法
を
以
て
、
非
交
秘
経
済
た
る
悶

家
経
済
、
租
税
現
象
の
把
握
に
も
隠
用
ぜ
ん
と
試
み
た
。
其
は
古
く
は
和
税
に
叫
到
す
る
保
険
料
設
、
利
錠
説
、
債
格
設
に
現
れ
た
の
然

し
す
ぞ
に
ワ
グ
ナ
l
は
己
の
方
法
に
窮
し
た
結
果
租
税
に
は
佃
別
報
償
は
無
hv
が
一
般
的
報
償
が
あ
る
と
し
て
糊
塗
し
た
。
持
惜
し
償
格

に
よ
っ
て
図
家
経
消
、
協
同
経
済
を
理
解
す
る
こ
と
は
本
質
的
に
無
理
て
あ
っ
た
。
と
ま
れ
若
し
経
済
理
論
の
研
賓
が
、
、
経
済
生
活
の

量
的
把
握
の
問
題
に
限
b
れ
、
債
格
世
田
仲
の
問
題
白
み
に
な
れ
ば
、
盟
論
構
法
は
唯
景
山
均
衡
、
嬰
動
と
し

τの
債
格
秩
序
と
な
り
、

犯
揺
の
方
法
は
数
叩
型
的
函
数
え
は
微
積
分
等
と
な
ろ
う
。
叉
か
か
る
す
一
場
に
立
て
ば
、
関
家
経
済
は
唯
園
民
泊
遁
経
済
過
程
内
に
於
け

る
一
つ
の
費
財
要
素
と
し
て
、
叉
十
ピ
ス
の
要
素
と
し
て
、
如
何
に
之
を
童
的
に
把
握
し
、
叉
之
が
均
衡
関
係
に
如
何
に
均
衡
又
は

費
動
を
奥
え
る
か
の
故
事
的
持
握
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
考
え
方
は
す
で
に
古
典
墜
誠
心
租
枕
梓
嫁
論
、
租
税
作
用
論
に
現
れ
た
が
、
唯
古
典
祇
白
人
々
は
モ
の
研
究
が
多
く
費
用
側

に
在
り
、
租
税
心
市
場
経
済
作
用
に
限
ら
れ
て
屈
た
。
即
ち
和
税
を
唯
一
つ
の
所
典
獄
と
し
て
償
格
構
成
に
置
き
、
園
山
家
経
済
白
債
格

界
に
針
す
る
参
加
問
題
だ
け
を
と
り
あ
げ
た
。

句
て
の
後
シ
ュ
ス
タ
ー
に
よ
っ
て
闘
家
と
而
場
経
済
の
閥
係
が
、

れ
ば
、
園
家
の
流
通
経
済
過
程
参
加
は
企
業
家
の
商
品
供
給
と
同
一
に
な
り
、
図
家
牧
入
の
担
制
も
、
英
は
第
二
次
的
意
味
し
か
有
吐

一
一
昨
徹
底
的
に
悦
格
的
把
槌
の
方
法
に
よ
っ
℃
得
さ
れ
た
。
伎
に
よ

財
政
・
と
債
償
問
題

第
七
十
五
春

七

第
二
鵠

b 



尉
政
ル
」
慣
値
問
題

第
七
十
五
巷

七
回

第

按

戸、

ず
、
租
税
も
園
家
給
付
の
債
格
て
あ
ふ
。

然
し
本
来
非
交
換
的
、
非
債
格
的
園
家
経
済
現
象
を
債
格
に
よ
っ
て
解
躍
す
る
と
と
は
、
仮
令
公
共
財
、
集
合
財
の
概
念
を
持
ち
出

し
、
政
治
債
格
心
理
論
を
以
て
し
℃
も
、
其
れ
自
慨
無
理
で
あ
り
、
成
功
し
た
と
は
思
わ
れ
ん
掛
川
。
然
し
園
家
経
消
と
市
場
経
済
白
形

式
的
統
一
把
握
に
一
醸
成
功
し
た
白
は
「
園
民
所
得
論
」
で
あ
ろ
う
。

葦
し
租
税
は
闘
家
の
サ
ー
ビ
ス
に
劃
す
る
債
格
て
は
無
い
。
然
し
租
税
と
し
て
強
制
移
縛
さ
れ
る
貨
幣
自
胞
は
僻
買
手
段
、
支
梯
捲

営
者
、
計
算
単
位
等
の
機
能
主
持
っ
て
居
る
。
従
ワ
て
岡
家
に
と
ツ
て
は
一
ツ
の
所
得
て
あ
る
o

唯
市
場
経
済
に
於
け
る
所
得
と
具
る

の
は
変
換
現
象
に
世
帯
か
ず
に
、
政
治
現
象
に
基
く
こ
と
で
あ
る
。
パ
ル
グ
ン
は
租
税
牧
入
を
政
治
的
所
得
と
岳
地
し
て
、
所
得
概
念
て
統

一
し
て
居
る
。

そ
し
て
園
民
断
特
論
士
中
心
と
す
る
、
質
際
的
研
気
は
米
闘
で
澄
表
さ
れ
て
居
る
。

Z
邑
。

Fι
出
戸
時
空
口
。
同
開
の

E
E
E
O
岡
田
宮
日
r

hREH岳
2
5
F
S
Eぬ
自
品
巧
E
-昌
二
〈
。
円
戸

以
下
各
省
に
多
数
現
れ
て
居
る
が
、
例
え
ば
、
サ
イ
モ
ン
・
ク
ズ
、
ヰ
ッ
ツ
は
政
府

を
企
業
白
経
桝
行
認
と
全
く
同
一
に
取
扱
い
、
個
人
の
直
接
税
は
個
人
が
政
府
か

b
受
け
と
る
最
終
財
た
る
f
l
ピ
ス
に
封
ナ
る
代
償

と
見
倣
し
、
企
業
白
文
耕
う
税
を
企
業
が
政
府
か
b
受
け
と
る
中
間
財
た
る
サ
ー
ビ
ス
の
代
債
と
見
倣
す
方
法
を
と
っ
て
居
ム
。
然
し

彼
白
論
は
租
税
の
非
債
格
性
士
無
視
し
、
税
額
決
定
の
政
治
位
を
全
然
無
間
T
る
論
て
あ
る
。

「
園
民
所
得
と
再
生
産
」
に
於
て
、
図
民
所
得
に
於
け
る
「
政
府
」
の
位
置
白
項
目
主
設
け
、
政
府
心
経
済

行
局
を
「
ど
む
よ
う
た
方
法
に
則
フ

τ園
民
所
得
計
算
の
中
に
織
り
こ
む
か
!
を
提
案
し
、
政
府
を
私
企
業
髄
に
な
ぞ

L
え

τ政
府
が

都
留
氏
も
そ
の
好
著
、

購
入
す
る
財
や
努
力
を
官
官
円
と
し
、

政
府
が
奥
え
る
諸
の
サ
ー
ビ
ス
士
。
丘
町
己
と
し
て
考
え
、

簡
を
最
終
財
L
し
℃
園
民
生
産
物
心
中
に
計
ょ
す
る
立
場
を
支
持
ナ
ム
r

政
府
生
産
物
の
取
扱
い
を
、

メ号、
コニ



以
上
白
如
く
現
代
心
困
民
経
済
と
岡
家
経
済
を
含
め
た
綜
合
経
済
を
理
解
す
る
上
に
於
て
、
自
然
科
率
的
方
法
を
と
り
入
れ
、
量
的

関
係
に
分
析
し
、
債
値
、
貨
幣
償
値
に
よ
っ
て
之
を
数
量
的
に
把
握
ぜ
ん
と
す
る
方
法
は
、
確
か
に
経
済
の
認
識
を
確
定
化
し
、
精
密

化
し
、
現
究
D
認
識
は
勿
論
、
寅
際
的
行
動
に
も
非
常
な
進
歩
と
貢
献
を
興
え
た
。
更
ら
に
最
近
企
業
合
計
白
持
つ
損
盆
勘
定
、
資
本

勘
定
、
貸
借
掛
照
表
の
十
刀
法
に
則
り
、
関
家
経
済
も
現
代
の
現
金
出
納
符
的
、
官
廓
品
開
計
的
経
理
士
棄
τ
J
L

、
経
常
抽
出
算
勘
定
(
企
業

の
損
盆
勘
定
に
蛍
る
)
と
資
本
改
算
勘
定
等
に
分
づ
て
合
理
化
し
、
夏
b
k
進
ん
で
、
園
家
経
済
を
含
ん
だ
園
民
総
経
済
白
紙
勘
定
、

或
は
私
的
曾
計
-
官ν同旨吋ロ戸弓ぐ邑。

E
s
E仲ゴ【
E口
由
伊
〉
に
謝
す
る
枇
曾
脅
計
切
E。Rのロ阿
E三岱乙戸附伊草w草。2行
宮

主
試
み
みJ

る
に
及
ん
て
、
一
居
、
進
歩
し
た
ロ

モ
し
て
自
然
科
型
的
、
計
量
方
法
は
唯
単
に
、
現
賢
白
あ
る
が
ま
ま
白
認
識
、
把
握
に
用
い

b
れ
て
経
済
科
皐
を
進
歩
せ
し
め
た
の

み
た
ら
ず
、
進
ん
で
モ
白
定
量
方
法
を
蛍
篤
白
政
策
的
手
段
に
庭
用
さ
れ
て
居
る
。
特
に
財
政
政
策
が
近
代
景
集
政
策
に
乗
り
出
し
て

よ
り
、
イ
Y

7

レ
l
シ
ョ
ン
、
ギ
ャ
ッ
プ
乃
至
は
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ギ
ャ
ァ
プ
を
定
民
主
化
し
、
之
を
埋
め
る
事
に
よ
っ
て
景
気
i
D
愛

動
を
調
整
せ
ん
と
し
て
い
る
。
グ
l
y
ズ
は
「
吾
々
の
最
後
白
仕
事
は
わ
れ
わ
れ
が
賢
際
生
活
し
て
居
る
こ
心
種
の
制
度
に
於
児
、
中

央
吉
田
が
意
識
的
に
統
制
し
た
り
、
管
理
し
た
り
す
る
己
と
の
出
来
る
捕
監
数
主
選
び
出
す
に
あ
る
ど
あ
ろ
う
L

と
迄
言
っ
て
居
加
。

側
宅
・
閉
山
口
邑
一
括
ユ
口
問
。

F
2
沼
5
9
E
u
r
o雪
国
民

P
H
S
o
u
-
o
v
邦
理
問
ド
同
日
戸
|
凶

ω
Q
-
F
E
E
-
p
p
o
r
n
φ
H
O
C
-
課

H
ω
T
U

川

山

田

υ目
r
F
P
P
0・
出
・
己
む
明
曹
、
一
四
七
頁
以
下

同
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
テ
ィ
ー
は
そ
の
著
「
政
拍
奨
楠
」
に
於
て
政
治
紐
解
現
象
&
計
民
的
に
杷
握
せ
ん
唱
と
し
た
と
唱
と
が
判
る
。
「
私
は

わ
う
唱
と
す
る
と
ζ

ろ
を
数
量

Z
ロ
目
」
百
円
重
量
君
。
MmZ
尺

度

出
E
旨
お
と
に
よ
フ
て
表
現
す
る
と
い
ふ
方
法
に
依
ワ
た
」

E
Iラロ

当

H
V
2
q
旬

C
]
E
E
-
t
E
5
5
5
F
大
円
謀
、
ベ
ヅ
テ
イ
、
「
政
治
算
術
」
一
四
i
頁

私
自
言

町
政
と
債
植
問
題

第
七
十
五
各

七
豆王

第

蹴

ブL



貯
政
1
ζ

偵
任
問
題

第
七
十
王

七
六

巷
第
二
蹴

。

判倒(瑚 ω)恒1)(同制

m
n
y
E
2
・5
5
2
5
骨
M
Z
呈
m
o
E
E
E
E
g
m
u
『

Z
m
u
Z
片
山
。
一

V
E♂
}
司

拙
著
、
「
机
耽
問
家
前
」
八
二
凹
瓦
参
照

E
Z
E
U
Z
E
Zトロヨロ
r
E
P
E出
回
国
叫
町
田
口
J

同ロ
Nロ
a
N
Z
E
m
g
P
R
E
]【

Jo。
E
O
ロ
g
A
4
2
0己
吾
、
〈
。
]
同
・

Hω
日
∞
、
℃
日

cu

都
留
氏
、
「
閤
民
間
得
と
再
生
産
」
九
六
頁
以
下
、
一
一
八
頁

戸

阿

国

E

G

4

2
月二リ
rpb-
口
℃
出
口
∞
{
[
・
邦
翠
三
三
二
瓦
以
下
、
参
照

日
早
内
問
。
『

P
2
1
J
H
J
M
O
C
Oロ
ο日
】
凶

J
7
2
q
a
開

Ehv目
。
吋
吉
田
何
回
♂
阿
国
同

2
0伊

丹

mub
冨
C
口
4
-
Eム
右
句
℃
目
白

呂

田

良

拙

著

「

租

税

同

家

前

L=五
五
、
六
民
参
照

ご
一
、
財
政
と
償
伎
を
め
ぐ
る
課
題

一
、
現
代
の
一
一
室
経
済
白
統
一
的
理
解
を
所
得
に
求
め
、
所
得
に
よ
っ
て
把
慢
す
る
立
場
か

b
す
れ
ば
、
園
家
経
阿
の
サ
ピ
ス

ω
慣

値
も
、
日
早
に
闘
民
の
市
場
経
済
K
於
け
る
所
得
白
壁
動
と
し
て
、
或
は
市
場
経
済
へ
の
所
得
同
開
過
程
と
し
て
諒
解
さ
れ
る
。
財
政
は

圏
民
所
得
の
再
分
配
か
、
高
々
国
民
所
得
形
成
の
長
的
殻
某

ω
み
、
と
り
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
後
進
歩
し
た
経
済
成
長
山
理
論
に
於

τ、

財
政
の
慣
値
を
図
民
経
消
世
曾
の
成
長
、
叉
は
形
成
と
関
聯
し
て
考
え
る
場
合
て
も
、
附
得
論
者
は
単
に
之
を
資
本
及
曲
目
働
の
増
加
率

と
、
人
口
増
加
率
と
の
問
に
成
文
す
る
一
入
賞
り
抗
質
問
得
り
増
大
関
係
に
於

τ考
え
て
周
る
。
し
か
し
其
は
財
政
の
慣
値
士
一
切
、

布
場
経
済
の
宜
的
、
所
得
的
問
削
現
に
於
て
捉
え
、
又
モ

ω
限
り
に
於
て
取
り
あ
げ
る
も
の
て
あ
っ
て
、
財
政
の
持
つ
一
本
来
の
佃
値
、
質

的
問
題
は
之
官
看
過
し
て
局
品
。

量
的
、
債
格
的
尺
度
て
把
揮
す
る
場
合
に
は
、
園
家
経
済
の
慎
値
は
、
唯
交
換
慣
値
白
極
大
累
積
化
、
利
潤
の
増
大
、
利
潤
の
梨
積

的
総
額

ω
極
大
化
、
岡
民
所
得
、
図
官
一

ω
必
積
的
極
大
化
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。



私
は
自
然
科
恩
的
計
量
方
法
が
そ
の
定
量
化
と
数
皐
化
に
ょ
っ
と
、
確
定
と
精
脅
た
杷
握
に
成
功
し
、
方
担
任
式
を
導
き
出
し
、
普
遍

妥
営
性

t
m問
え
た
功
績
に
劃
し
て
賛
辞
を
詮
る
に
決
し
て
い
入
口
て
無
い
。
共
は
現
象
む
運
動
全
両
散
化
し
、
遁
秤
の
進
行
中
に
礎
化
す
る

諸
数
値
心
中
に
常
数
を
見
出
し
、
運
動
議
展
の
法
則
を
典
え

τ央
れ
た
か
ら
て
あ
る
。
仲
惜
し
之
に
は
す
と
に
多
く
の
制
約
が
あ
る
。
ゾ

「
認
識
の
庚
さ
L

H

凶
件
。
百
戸
C
E
Z
E
R
と
「
認
識
の
岬
押
さ
仁

ム
パ
ル
l
は
整
序
的
経
済
摩
の
認
識
慣
値
を
吟
味
し
、

同凶己仰のコヨ可己点戸。円。

を
限
別
し
、
認
識
白
庚
さ
か

b
言
え
ば
こ
の
方
法
は
経
済
生
活
の
旦
叉
は
景
化
し
得
る
現
象
ま
で
し
か
及
ば
た
い
。
従
フ
て
心
理
温
調
相
、

放
用
を
数
値
と
し
亡
把
握
し
得
た
い
、
精
々
債
格
形
成
、
市
場
分
析
牧
で
あ
る
。
と
の
方
法
に
よ
る
認
識
は
本
質
の
認
識
が
不
可
能
で

あ

p
、
共
は
何
か

b
、
何
に
よ
っ
亡
、
何
心
得
め
に
と
い
う
問
に
答
え
得
た
い
。
彼
等
の
研
究
成
果
は
本
質
を
認
識
せ
ず
、
唯
現
象
を

秩
序
づ
け
、
記
述
す
る
だ
け
で
あ
h
と
い
う
c

然
も
既
に
短
期
的
な
純
経
済
的
、
量
的
、
債
格
的
費
動
に
闘
ず
る
理
論
的
分
析
を
基
礎
と
す
る
景
気
政
策
は
、
長
期
務
動
分
析
、
特

に
経
済
の
基
礎
的
晶
体
件
の
一
鐙
化
を
含
む
、
構
造
的
景
無
政
策
の
立
場
か
ら
修
正
批
判
さ
れ
て
居
る
。
蒸
し
、
職
後
の
失
業
、
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
外
園
貿
易
、
経
済
開
設
等
の
問
題
は
、
短
期
の
尿
な
る
所
得
分
析
、
債
格
分
析
だ
け
で
は
、
モ
の
根
本
的
、
質
的
安
明
記
~

は
不
充
分
で
あ
る
。
輿
件
の
同
出
動
、
園
家
経
済
の
作
用
、
経
済
成
長
の
問
題
等
の
考
察
と
関
聯
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
布
揚
債
格
が
そ
の
機
龍
を
失
墜
し
、

従
来
日
ミ
ク
ロ
耐
観
察
+
刀
法
が
破
粧
し
、
特
に
政
策
面
に
於
て
マ
ク
ロ
的
観
察
と
集
計

値
〉
m
m
z
m
n号
白
方
法
を
取
り
入
れ
ざ
る
を
特
な
く
な
っ
た
事
は
、
「
合
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム

ιし一
t
の
資
本
主
一
誌
に
針
す
る
一
小
伝
を
怠

味
し
、
資
木
主
義
社
曾
の
政
策
捲
首
者
白
頭
の
明
換
へ
を
必
要
と
す
る
」
も

ω
で
あ
ろ
う
。
ロ
ス
ト
ウ
に
よ
れ
ば
マ
ー
シ
ャ
ル
め
短
期

仮
定
即
ち
短
期
の
経
済
心
佐
官
的
、
政
治
的
構
造

ω
下
に
警
官
己
れ
た
近
代
経
済
思
想
は
、
歴
史
家
に
は
耐
え

b
れ
友
W
限
定
て
あ
る
江

之
に
反
し
て
ア
グ
ム
・
ス
ミ
ス
の
「
閣
宮
前
」
は
動
態
的
分
析
を
震
し
未
開
後
闘
家
の
政
策
を
考
え
る
が
長
期
心
露
出
を
問
題
と
し
、

財
政
ル
」
債
値
問
題

第
七
十
五

一七

t 

告
第
三
披



財
政
正
情
値
問
題

第
七
十
五

t 
/、

巻
第
二
銃

「
資
本
白
蓄
積
」

「
自
然
的
宮
裕
の
進
捗
」
を
問
題
に
し
、
結
局
経
済
白
各
部
分
に
釘
す
る
遇
営
な
投
資
の
分
配
を
論
じ
て
居
る
。
彼

は
園
家
政
策
と
経
済
設
展
率
の
闘
係
、
の
み
な
ら
ず
、
祉
合
政
策
と
祉
曾
態
度
の
関
係
、
を
論
じ
、
教
育
は
善
悪
に
拘
b
ず
、
勢
働
力

の
能
率
従
つ
亡
経
済
成
長
率
心
決
定
要
因
の
一
て
あ
る
こ
と
を
考
へ
て
届
る
。
「
富
閣
論
」
は
長
期
諸
要
素
の
師
出
動
を
決
す
る
諸
力
の

動
態
的
分
析
を
経
嬰
震
に
不
可
宮
崎
吐
曾
的
、
政
治
的
諸
カ
の
施
設
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
旬
。
島
氏
は
7
グ
ム
・
ス
ミ
ス
の

経
済
墜
は
、
理
論
と
歴
史
と
政
策
主
綜
合
し
て
居
た
。
然
る
に
近
代
経
消
理
論
は
之
等
士
切
断
し
、
生
産
力
、
生
産
関
係
、
債
値
論
を

抜
き

κし
て
居
り
、
原
子
論
的
て
あ
り
債
持
論
的
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
除
理
論
と
政
策
と
歴
史
三
者
の
混
合
閣
で
あ
る
古
典
経
済

墜
白
時
に
科
事
酌
財
政
墜
に
至
る
道
棋
を
み
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
、
マ
ル
ク
ス
の
資
本
誌
の
中
に
之
を
求
め
ら
れ
て
届
ふ
。

そ
し
て
之
に
は
武
田
隆
夫
氏
む
具
っ
た
立
場
の
あ
る
こ
と
は
周
知
山
遁
り
で
あ

h
。

二
、
園
家
経
済
を
慣
値
問
題
か

b
と
り
上
げ
る
と
き
、
こ
の
問
題
は
早
く
債
値
の
理
論
と
生
産
力
の
理
念
と
し
て
論
争
さ
れ
た
己
と
を

想
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
モ
の
針
照
的
た
も
白
は
先
づ
、
ス
ミ
ス
と
リ
ス
ト
の
諭
設
に
窺
う
事
が
出
旅
る
。
即
ち
7
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
前

越
し
た
如
く
、
経
済
塵
白
目
的
を
囲
民
と
園
出
拡
を
官
ま
す
こ
と
に
あ
る
と
し
、
債
値
、
交
換
債
値
を
問
題
と
し
て
届
る
。
然
る
に
リ
ス

初

ト
は
生
産
力
の
阻
念
、
園
民
白
経
済
的
育
成
主
説
い
て
居
る
。
そ
白
後
白
シ
ュ
グ
イ
ン
、
ワ
グ
ナ

l
等
一
連
心
事
者
も
亦
生
産
力
士
関

題
に
し

τ居
る
。

一
鰹
有
形
的
富
モ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
原
因
と
し

τ
の
勢
働
、
人
間
能
力
が
重
要
ゼ
あ
り
、
人
間
自
閣
記
富
叉
は
資
本
と
さ
へ
考

え
る
思
想
は
す
で
に
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
試
み
L
れ
た
と
こ
ろ
亡
あ
る
。
例
え
ば
ウ
イ
リ
7
ム
・
ベ
了
ア
イ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
リ

3
 

ス
同
心
精
神
的
資
本
、
己
主
四
日
印
式
問
。

Z
Eラ
ス
キ
ン
、
最
近
て
は
J
-
R
・
ヒ
ッ
ク
ス
の
人
間
資
本

E
E
S
E
-等
の
考
え

に
之
を
窺
う
己
と
が
出
来
る
。



ス
ミ
ス
は
創
造
さ
れ
た
も
の
、
即
ち
物
質
的
官
、
或
は
寧
ろ
創
遇
さ
れ
た
も
の
が
交
換
に
於
て
持
つ
債
値
を
考
え
た
。
モ
こ
ぞ
官
は

交
換
債
債
の
所
有
で
あ
り
、
交
換
債
値
を
生
産
す
る
者
の
み
が
生
産
的
で
あ
る
。
関
民
全
燈
か
ら
生
成
す
る
で
あ
ろ
う
も
D
は
考
え
ら

れ

τ無
い
。
然
る
に
リ
ス
ト
は
園
民
心
官
は
物
質
的
財
産
平
モ
心
交
換
債
値
て
は
無
く
、
こ
の
財
産
在
地
慨
綾
的
に
生
産
す
る
能
力
で
あ

る
。
ス
ミ
ス
や
J
・
B
・
セ
イ
の
交
換
債
値
論
は
富
士
盟
に
商
人
の
狭
い
見
地
か
ら
見
て
居
る
、

町

義
に
外
た
ら
た
い
と
い
う
ρ

-
其
れ
自
身
一
づ
白
狭
hv
重
商
主

リ
ス
ト
ポ
「
一
図
民
の
繁
柴
は
、
セ
イ
D
信
じ
て
い
る
よ
う
に
、
モ
の
園
民
が
官
す
な
わ
ち
交
換
債
値
士
蓄
積
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

あ
る
c
」

そ
れ
だ
け
大
と
な
る
も
の
で
は
無
く
て
園
民
が
モ
白
生
苦
力
を
後
展
せ
し
む
れ
ほ
せ
し
む
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
大
と
な
る
も
の
な
の
で

耐

と
hv
う
時
経
済
成
長
を
考
え
て
居
る
。

言
う
迄
も
無
く
宮
、
慣
値
、
交
換
慣
値
D
累
積
よ
り
も
、
富
士
創
る
力
が
上
り
重
要
で
あ
る
。
モ
し
て
努
働
は
凡
ゆ
る
園
民
が
モ
の

宮
を
汲
み
取
る
源
泉
ぜ
あ
る
。
宮
の
増
加
は
持
関
心
生
産
力
、
園
民
心
労
働
を
臆
用
ず
る
際
の
知
識
、
熟
練
及
合
目
性
の
程
度
、
叉
生

産
的
業
務
に
従
事
す
る
者
の
数
と
不
生
接
的
た
者
の
蚊
と
の
聞
の
割
合
等
に
依
存
す
る
。
然
し
私
は
今
宮
D
問
題
を
唯
物
か
ら
入
、
叉

は
そ
D
能
力
に
振
り
向
け
る
だ
け
の
見
解
て
は
な
い
。
進
ん
で
、
そ
の
枇
倉
関
係
、
社
合
構
遇
、
そ
の
枇
合
的
性
向
に
迄
注
意
士
喚
起

ず
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

ロ
ス
ト
ウ
は
六
つ
白
性
向
を
掲
げ
、

性
向
三
、
刷
新
を
認
容
す
る
性
向

は
時
期
を
問
わ
ず
、

て
あ
る
。
モ
し
て

一
、
慕
礎
科
事
(
物
理
及
祉
骨
一
事
)
を
措
置
建
吉
企
る
性
向

四
、
物
質
的
進
歩
を
求
め
る
性
向

二
、
経
済
目
的
に
科
墜
を
臆
用
す
る

豆
、
消
費
性
向
、
六
、
産
見
性
向
と
す
る
。
之
等
心
性
向

現
存
制
度
比
主
た
る
杜
合
国
憶
を
遁
じ
て
枇
舎
が
そ
の
環
境
に
働
き
か
け
る
有
放
た
感
慮
。
訟
の
ロ
耳
目
白
司
自
自

一
、
経
済
の
産
出
高
白
水
準
は
労
働
カ
と
資
本
(
藤
周
知
識
資
本
を
含
む
)
白
大
さ
の
菌
数
で
あ
り
、
一
一
、
経
済

財
政
主
慣
値
問
題

第
七
十
五
番

十:

九

第

鵠



財
政
L
C

賀
市
川
阿
顕

第
七
十
五
巻

背己

競

四

人

O

心
成
長
率
は
之
等
心
斉
木
の
費
動
率
の
函
数
で
あ
り
、
一
二
、
変
動
率
は
又
件
種
性
向
む
有
放
力
と
産
出
一
角
相
互
作
用
心
結
果
て
あ
り
、

問
、
名
性
向
の
有
が
九
は
経
済
、
吐
A

官
、
政
治
力
白
前
の
作
用
白
扇
情
件
、
て
あ
る
と
竹
山
伊

ケ

l
ン
プ
一
は
嘗
℃
世
論
の
形
成
債
値
を
認
め
、
次
白
時
代
を
作
る
も
の
は
、
人
間
心
現
念
て
あ
り
、
世
論
て
あ
る
。
新
し
い
世
界
は

れ
い
論
に
よ
っ
一
て
形
成
さ
れ
、
世
論
は
何
人
か
に
よ
っ
て
設
伺
き
れ
、
指
導
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
図
家
の
責
務
を
誘
く
。
然

も
紋
は
一
白
楽
観
論
者
て
あ
り
、

「
楽
観
的
仮
定
に
立
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
そ
れ
が
究
現
さ
れ
る
が
、
悲
観
的
仮
定
に
立
つ

τ行
動
す

仙
川

れ
ば
、
永
久
に
窮
乏
す
る
と
考
え
た
。
」判

、
結
封
的
て
他
人
心
献
態
如
何
に
拘
ら
ず
欲
求
す
る
も
の
件
、
相
射
的
て
他
人
に
品
目
L
優
越

感
を
抱
く
濡
め
欲
求
す
る
も
の
の
ご
つ
に
分
ち
、
絶
針
品
川
欲
求
は
容
易
に
満
足
日
一
貼
に
達
し
、
其
以
上
は
む
し
ろ
吾
々
の
エ
ネ
ル
ギ

主
計
経
済
山
目
的
に
用
い
度
く
な
る
。
そ
こ
ゼ
主
大
な
敵
手
と
人
口
の
大
増
加
が
無
い
と
仮
定
す
れ
ば
、
経
済
問
題
は
百
年
以
内
に

解
決
さ
れ
、
少
く
と
も
そ
の
見
透
し
が
つ
く
、
経
済
問
題
は
人
類

P
武
久
の
問
題
て
は
無
い
。
科
民
十
と
複
利
の
恩
恵
に
よ
っ
て
人
間
が

グ
l
y
d〈
は
叉
人
間
の
欲
求
を

閑
暇
に
み
な
る
と
、
人
聞
は
初
め
て
そ
れ
を
如
何
に
使
う
か
、
如
何
に
賢
明
に
帳
快
に
叉
よ
く
使
う
か
と
い
う
人
績
の
真
心
武
久
的
問
題

に
遭
遇
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

三
、
私
は
こ
こ
ら
で
、
本
論
の
締
め
く
く
り
を
念
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
財
政
墜
を
園
家
経
済
事
と
し
、
個
別
経
済
原
と
す
る
場
合
に
は
、

之
を
牧
支
適
合
論
の
却
さ
技
術
論
と
す
へ
さ
て
は
芯
い
。
共
は
科
撃
た
る
べ
き
で
あ
る
。
同
時
に
其
は
勿
論
同
然
科
事
て
は
有
り
得
無

い
。
従
っ
て
同
然
羽
阜
の
如
く
聞
な
る
多
知
識
、
純
料
な
慣
格
論
、
所
得
論
に
よ
る
量
的
知
摂
に
終
る
可
さ
て
は
無
い
。
勿
論
私
は
繰

り
返
し
辿
ベ
た
如
く
、
か
か
る
方
法
が
定
量
的
精
密
さ
を
教
へ
、
支
配
的
方
程
式
ま
で
導
い
て
呉
れ
た
大
さ
な
功
績
を
資
ぇ
。
に
杏
ゼ

は
な
い
。
岡
家
経
済
を
そ
り
生
活
手
段
獲
件
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
個
別
経
済
と
し
て
楼
力
的
に
商
品
市
場
に
参
加
し
、
そ
の
必
要
財
貨



と
持
カ
を
獲
得
す
る
。
と
の
こ
主
経
済
て
は
首
然
交
換
債
依
に
よ
る
計
量
問
題
が
生
ず
る

tど
の
場
合
先
づ
一
方
で
は
一
定
立
の
祉
曾

生
産
物
心
政
良
分
配
、

又
は
園
家
心
経
済
手
段
の
選
揮
問
題
に
闘
す
る
経
消
問
題
が
生
ず
る
。

ま
た
消
費
か
ら
見
れ
ば
同
家
経
済
心

費
用
に
削
到
し
、

シ

ヤ

yレ
ーや

ヒ
γ 

グ
Fミ

(D 

如
く

治
串使
著用
飴債
剰値
m 乞

王Eあ

諭Il
士醤
考り

李P
九 Aレ

E E 
話竺
m刊
で01，' 初当

正予
む:i)三
叉主
日写"2-'-."

宗主
百舟怖
の盟
諸手
責芋
周五
民
所
f専
の
j骨

ど
れ
だ
け
妓
用
‘

之
は
マ

l

減
に
よ
っ
て
測
定
じ
批
判
す
る
こ
と
も
出
来
ょ
う
。
だ
が
か
か
る
方
法
に
よ
っ
て
園
家
経
怖
の
領
個
、
特
に
使
用
慣
値
問
題
が
綿
布
へ
て

解
決
出
掠
る
も
の
で
は
無
い
。
む
し
ろ
闘
家
経
済
の
炊
朗
、
使
用
便
値
は
そ
の
意
味
の
把
握
叉
は
諒
併
に
求
む
可
さ
て
あ
る
。
そ
し
て

園
出
家
経
済
の
意
味
把
握
は
勿
論
そ
の
時
と
い
院
を
背
景
と
す
L
歴
史
的
段
階
に
於
て
行
わ
る
可
〈
、
そ
の
千
段
は
眼
中
な
る
物
的
富
む
累
積

L
の
関
係
ど
は
な

w。
更
b
に
人
間
心
労
働
叉
は
能
力
、
進
ん
で
、
社
合
借
地
、
引
札
合
関
係
の
形
成
的
、
成
長
的
、
進
歩
的
関
係
に
於

け
る
意
味
に
於
て
そ
む
債
値
を
把
握
す
べ
き
で
あ
る
。
モ
し
て
か
か
る
吐
合
放
用
は
本
来
計
量
困
難
で
あ
る
が
、
モ
の
故
を
以
て
之
を

拙
棄
し
て
は
な
ら
一
な
い
。
然
も
現
貨
K
は
政
治
的
に
之
が
計
量
さ
れ
て
居
る
。

使
用
償
値
な
り
放
用
は
佃
人
白
場
合
て
も
心
理
現
象
と
し
て
は
本
来
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
唯
交
輔
刊
現
象
士
記
じ

て
号
一
的
に
把
握
さ
れ
る
。
然
る
に
図
家
経
済
の
場
合
に
は
個
人
と
旦
〈
り
先
づ
そ
の
許
償
組
織
が
義
的
て
無
い
。
如
何
な
る
図
て
も
、

闘
民
国
間
は
非
常
に
評
償
組
織
を
異
に
し
て
針
立
し
、
か
か
る
評
促
組
織
の
内
何
れ
が
支
配
的
と
な
り
叉
如
何
な
る
方
法
て
妥
協
す
る

か
は
結
局
政
治
中
世
倉
庫
ナ
の
問
題
ぜ
あ
る
。
其
よ
悶
家
の
一
十
ピ
ス
は
仮
令
公
共
財
と
し
て
見
た
と
こ
ろ
て
、
共
の
使
用
債
情
、
殺
月

の
把
握
は
個
人
の
一
場
合
以
上
に
困
難
で
あ
る
。
ま
た
交
換
市
場
を
持
た
ぬ
か
ら
之
を
交
快
便
値
に
よ
っ
て
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
悶

難
で
あ
る
。
然
し
現
丘
に
は
モ
の
合
理
性
は
た
と
い
政
治
に
よ
り
著
し
く
歪
山
さ
れ
る
に
し
て
も
、
図
家
経
済
又
は
サ
ピ
ス
心
使
用

慣
値
は
換
算
に
計
上
さ
れ
る
費
用
債
値
と
し
て
之
を
長
的
に
把
控
す
る
事
が
出
来
る
む
て
あ
る
。

財
政
正
信
値
問
題

第
七
十
五
各

i¥ 

第

ま虎

五



財
政

k
伺
値
問
題

第
七
十
五
各

戸、

第

鵠

六

同
開
由
。
旦
古
司
p
p
m
-
0・
m
E
F
謀
、
一
六
七
頁
以
下
、

倒
都
留
氏
、
前
掲
書
、
二
六
頁
、
二
八
頁
、

帥
向
日
君
・
唱
-HWO民。
4

司

1H，Z
M
i
E
B
m
m
o同】りおき
E
E
E
n
口町
od司昔、

HCGphu
陸

側

同

S
2
4田
島

町

・

山

l
l
p

帥
島
恭
彦
「
財
政
準
原
理
」
主
ー
i
一
一
一
頁
、
参
問
、

削
阿
武
田
隣
夫
「
マ
ル
ク
ス
主
君
経
湾
問
申
k
財
政
畢
L

(

マ
ル
ク
ス
相
辞
畢
の
研
究
)

同
〉
・
日

E
E・
4
司自】

F
O片
沼
荏

o
b
r
P
E
E
P〆
ゆ

E
E
M
F
-
u
ω
E・
邦
課
、
前
掲
書
、
六
頁
、

川

口
y

ス
ト
は
岡
氏
結
解
閥
単
の
植
A
W
を
「
闘
民
の
極
評
的
育
成
を
成
就
し
、
と
れ
を
将
来
の
世
界
世
脅
へ
人
る
準
備
と
な
す
と
と
」
で
あ
る
と
い
う
。

】『
-
F
Z
巴

E
B
E
E
K
出
1
g自
色
日
屯
E
宮
百
回
。

o
r
e
S
E
m・
ず
ェ
シ
チ
ヒ
版
第
四
版
、
一
一
一
八
頁
、
容
口
、
正
木
共
謀
、
改
撞
世
版
二
四
六

頁

D
ス
ト
は
ス
ミ
ス
は
伺
値
、
交
換
債
値
を
説
い
て
生
芦
刀
の
理
念
を
規
求
し
て
居
な
い

E
い
う
。
そ
し
て
生
産
力
の
理
論
と
債
債
の
理
論
左
目

差
具
&
次
の
如
〈
誼
明
す
る
。
地
主
で
あ
る
二
人
の
家
父
が
同
方
と
も
年
に
千
ダ

1
レ
ル
貯
蓄
し
、
何
れ
も
五
人
の
息
子
を
持
一
ツ
て
い
る
と
昔
、
そ

の
一
方
円
者
は
自
己
の
貯
蓄
を
利
殖
し
息
子
た
ち
に
烈
し
い
労
働
を
課
L
、
他
の
一
方
の
者
は
そ
の
貯
蓄
を
利
用
し
て
二
人
の
息
子
を
合
理
的
に
農

民
に
仕
上
げ
、
残
り
の
三
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
特
殊
の
能
力
に
臆
じ
て
仕
事
を
習
持
さ
せ
る
唱
と
す
れ
ば
、
前
者
世
慣
慌
の
理
論
に
桔
い
、
後
者
は

生
産
力
の
理
論
に
従
っ
て
行
動
し
た
の
で
あ
る
。
死
ん
だ
際
前
者
は
交
換
債
値
k
h引
い
て
後
者
よ

P
も
蓬
か
に
富
ん
で
い
る
だ
ろ
う
が
、
生
産
力
に

つ
い
て
は
事
情
を
品
に
す
る
。
口
長

p
p
O
明
日
民
邦
誠
二

O
七
頁
参
照
)

肉
醐
間
務
働
の
み
が
富
の
原
凶
で
あ
る
司
と
す
れ
ば
、
何
故
近
代
の
諸
国
民
が
、
古
代
の
諸
国
民
に
比

L
盟
か
で
あ
る
か
が
説
明
さ
れ
得
な
い
。
古
代
の

諸
民
放
は
、
持
倒
も
塗
か
に
搬
甚
で
あ

p
、
多
〈
の
土
地
主
所
有
し
て
屑
た
が
、
近
代
の
人

Z

P準
か
に
劣
辛
な
在
食
を
得
て
居
た
。
是
は
、
過
去

数
千
午
閥
、
科
阜
、
旗
術
、
品
私
的
施
設
、
精
神
救
護
、
生
産
能
力
に
於
て
一
切
遜
昔

L
、
前
時
代
の
人
々
の
一
切
の
鷲
見
、
夜
明
、
改
良
、
完
成
、

努
力
の
集
積
の
結
果
で
あ
る
。
其
撃
は
生
け
る
人
類
丹
精
神
的
資
本
で
あ

p
遺
産
で
あ
る
と
い
う
意
味
の
事
を
一
吉
?
て
居
る
。
(
出
・
問
団
理
、
二

O
九
頁
)

又
な
る
ほ
ど
豚
主
肥
育
し
、
風
笛
ま
た
は
九
裂
を
づ
〈
る
者
は
生
産
的
で
あ
る
が
、
併
し
青
年
及
び
成
人
の
教
師
、
事
情
家
、
密
者
、
裁
判
官
、
行

止
官
隼
仕
吏

ιに
一
居
生
産
的
で
あ
る
。
前
者
は
交
換
債
植
を
生
産

L
、
後
者
は
生
声
カ
を
生
産
す
る
'
出
回
日
凶
日
・
語
日
同
日
頁



制
ベ
ッ
ア
イ
「
政
消
却
術
」
前
掲
邦
課
書
、
第
八
章
、
ニ
八
三
一
頁
以
下
、

帥
岬
巴

L
a
p
p
-
由
自
由
前
人
の
建
げ
た
一
一
切
白
金
歩
は
、
「
生

η
る
人
類
の
精
神
的
発
本
」

m
w
Z
E自

E
t
向。
E
品
。
同
hMHg戸
時
己
向
日
]
各
自
品
目

冨
g
m
n
F
F
E
?
を
形
成
す
る
と
い
う
。
邦
謀
、
二

C
九

頁

、

'

側

ラ

ス

キ

γ
は
「

Z
L
精
岬
的
な
力
を
計
量
す
る
事
は
出
球
な
く
て
も
、
他
日
経
神
間
畢
者
が
乙
の
力
に
重
き
を
置
く
様
に
な
れ
ば
い
い
と
思
う
。

恐

b
〈
人
間
そ
の
も
の
が
富
だ
ー
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
一
良
質
の
人
間
を
製
誼
す
る
と
と
が
結
局
一
番
有
利
な
事
事
だ
と
云
う

事
に
な

p
は
し
な
い
か
e
」
と
い
っ
て
居
る
c

H

同
日
E
P
H
ゴ
Z
F
Z
H
b即
時
関
与
え
ゲ
雪
国
ω4u
。
Epv-KRP-
間
百
吉
田
V
H
b
E
C
U
]。
↓
円
匂

】

S
L四
ナ
西
不
正
塾
謬
岩
波
文
庫
九

0
4
A
三
瓦
参
照
、

削
開
同
剛
W
E
B
-
G
A
E
}
5
百円
H
F
U
M
E
-
日

E
H
c
g
℃
コ
∞
ヒ
ブ
グ
ス
は
人
の
所
得
を
符
る
力
企
人
間
資
本
主
考
え
て
居
る
様
で
あ
る
。

腕
口
弘
.
。
司
岳
・
中
島
品
戸
品
。
同
謬
四
一
八
頁
四
二
一
=
一
頁
、

同
開
巴

E
l
m
-
N
a・
曹
、
ニ
一
三
頁
、

制
川
河
E
E
d
q
o
H
Y
D
M
Y
H
V
H
H・
酒
井
氏
「
経
静
生
長
の
遁
程
」
産
業
構
造

k
紹
済
成
策
、
一
九
五
四
、
二
三
頁
以
下
参
照
、

倒
問
。
昔

4
4
4・
2作

e
M
V
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